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1. たくさんの住民に地域活動を伝える ___________________  ３ 

 地域活動協議会紹介パンフレット・ポスター 

 ホームページ・フェイスブック 

 町会加入促進チラシ 

2. 新しい住民も気軽に参加しやすい活動を企画する  ______  ５ 

 モーニング喫茶 

 納涼ビアガーデン     

3. マンションなど建設段階から地域との関係をつくる  ____  ６ 

 建設ガイドライン 

4. 新たな担い手による新たな活動を企画する  ____________  ７ 

 高津わいわいまつり 

 地域のこれからを考える意見交換会 

5. 健康づくりに地域みんなで楽しく取組む  __________________  ８ 

 南大江健康ウォーク 

6. お年寄りや外国にルーツを持つ方の孤立化防止を工夫する  __  ８ 

 外国にルーツを持つ住民向け相談会 

7. 企業の協力で地域活動を多様化する  ___________________  ９ 

 南船場子育て応援団 

 はちけんや防災訓練 

8. まちの資源を活かして地域固有のにぎわいをつくる  ____  10 

 北大江たそがれコンサート    

 振舞いぜんざい・船場講演会 

 河原連合盆踊り大会 

本冊子のねらい 

 地域の各種団体が連携を強めることで、地

域活動をより活発に、より効率的にしようと

スタートした新しいしくみ「地域活動協議会」

（略称：地活協）。平成25年に発足して4年が

経過しようとしています。 

この間、各地域では、「ふれあい喫茶」や「高

齢者食事サービス」など長年取り組んでこら

れた事業を継続しつつ、新たな課題にも、みな

さんの知恵を集め、チャレンジされています。 

中央区まちづくりセンターには、各地域か

ら、他の地域の活動についての問い合わせを

いただく機会が増え、昨年のセミナーでは、そ

れぞれの地域から新たな取り組みについて、

ご紹介いただきました。 

本冊子「活動ヒント集」は、これらの経緯を

経て、地域のご協力のもと、地活協が発足し

て以降の新たな活動を中心にご紹介して

います。地域の課題解決、あるいは地活協の

新たな取組みに向けて、ご参考にしていただ

ければ幸いです。 

※ 本冊子は現時点での中間とりまとめです。 
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地活協（地域活動協議会）とは 

 地活協（地域活動協議会）は、地域振興会や地区（校下）社会福祉協議会をはじめとした地域団体や企業、NPO な

どが幅広く集まり、地域課題などを話し合い、協力しながらまちづくりに取り組むしくみです。 

 中央区では、19 の地域活動協議会が発足しています。 
 

地域活動協議会のねらい 

● 地域活動への参加者の増加  

● 地域の各種団体との連携の拡大  

● 地域活動の担い手の発掘  

● 地域に必要な新しい取組み実践  
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「地活協（チカツキョウ）って何？」、「あのもちつきのイベントには参加していいの？」のように地活協や地域活動は、 
馴染みのない方には意外と知られていないかもしれません。そこで、各地域でわかりやすく伝えるための工夫をされています。 

1.  たくさんの住民に地域活動を伝える 

行事紹介チラシ 

3 

地域活動協議会の年間の取組みが一目でわかる 

地活協紹介パンフレット・ポスター 
（愛日、汎愛、桃園、桃谷、渥美など） 

地活協の活動や構成団体、年間スケジュールなどを紹介するパン

フレットやポスターを制作し、各戸配布や掲示板などで PR されて

います。 
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ホームページでの情報発信 

フェイスブックでの情報発信 

インターネットで若い方にもピピピと伝わる 

ホームページ・フェイスブック（浪華、北大江、中大江、南大江） 

インターネットで検索することが一般的な今日この頃。ホームページやフェイスブックを活用して、PR に取り組

んでいる地域も増えてきました。 

 

新住民に地域活動を知ってもらうために 

町会加入促進チラシ（中大江・北大江） 

イベント時に町会加入を PR するチラシを配布したり、地活協のパンフレットやポスター

に町会加入の PR 文を記載している地域もあります。 
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2.  新しい住民も気軽に参加しやすい活動を企画する 

中央区は年々人口が増加。そこで、新たな住民、特にファミリー層や若い方には、地域活動に参加してもらいたものです。
これまでの地域活動のノウハウを使って、若い方が多数参加する企画に成功している取組みがあります。 

5 

口コミや SNS で広まり、新住民も多数参加 

納涼ビアガーデン（桃園） 

真夏の夜の、地域版ビアガーデン。 

平成 25 年からはじまり、どんどん盛大になっています。 

子ども会や青年会、青少年指導員など若い世代が中心に

なって運営し、企画メンバーを中心に、口コミやインター

ネットで輪が広がり、マンションにお住まいの新しい住民

も多数参加する行事となり、すっかり定着しています。 

日曜朝にさまざまな世代の人が参加 

モーニング喫茶（桃園） 

元々、毎週金曜日に開催していた「ふれあい喫茶」（現

在も継続中）の参加者が固定化していることが課題だっ

た桃園地域。喫茶店のモーニングのように気軽に参加し

てもらえたらと、日曜日に開催するモーニング喫茶が始

められました。 

奇数月の最終日曜日9：00～11：00に開催されています。 
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3.  マンションなど建設段階から地域との関係をつくる 

マンション供給が盛んな中央区。新しい転入者には、早くから地域を知り、活動に参加し、ゆくゆくは、地域活動の担い手
になってもらいたいものです。何事も最初が肝心。マンションの建設段階から地域を紹介する取組みが功を奏しています。 

6 

新築マンションの町会加入につなげる 

建設ガイドライン（中大江） 

地域でマンションなどの建設行為が行われるとわかったとき、みなさんの地域ではど

うされていますか？中大江地域では、解体や新築工事の情報があれば、建築主や建設会

社等にアプローチして、情報をつかみ、近隣説明会の要請、児童の登下校時の安全や近

隣の騒音などの配慮事項を定めた工事協定や入居者の町会加入などを定めた管理協定

などを締結しています。 

その際、建設者側へ説明する資料として用意しているのが、「中大江地区まちづくり

建設ガイドライン」です。ガイドラインには、地域の組織体制と地域内で建設行為を行

うとする際の協議、協定の締結手順、その際のポイントとなる「事前相談」「環境整備」

「町会加入」「まちづくり協力」の 4点についての説明が記載されています。 
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4.  新たな担い手による新たな活動を企画する 

地域活動は、誰かが誰かのために行うのではなく、みんながみんなのために行うことが理想。一部の方に過度の負担がか
からず、新たな方が担い手として加わり、それぞれの特技や関心を活かしながら、活躍している取組みがあります。 

次世代を支えるメンバーによる事業企画 

地域のこれからを考える意見交換会（中大江） 

地域活動協議会の発足を機に、数年後を見越した中期的な

地域づくりに向けた地域活動のあるべきすがたを検討。意見

交換の結果は、掲示板の設置とフェイスブックの立ち上げと

して具体化しています。 

若手の発案で住民どうしの交流を深めるイベント企画 

高津わいわいまつり（高津） 

三団体（青少年指導員、子ども会、青年会）の発案で、地域が連携・

協力して行う新規のイベントが企画されました。 

ずらりと並べられた縁日コーナーや飲食コーナーは、団体間の親睦・

交流が図られるように、連合振興町会をはじめ、女性会、PTA、学校施設

利用団体、ジュニアリーダーなど 10 を超える団体のメンバーが協力し

て運営。地域の団結力を高めるために、おそろいの Tシャツも制作。 

また、各団体のネットワークを活かして、高津宮や高津理容美容専門

学校、黒門市場、企業などからも協力や協賛いただくなど、地域ぐるみ

のイベントとなっています。 
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5.   

お年寄りが地域でいつまでも元気に過ごしていくため
に、無理なく、楽しく参加できる活動が企画されています。 

講演・相談会 

6.   
健康づくりに地域みんなで
楽しく取組む 

お年寄りや外国にルーツを持つ
住民の孤立化防止を工夫する 

子どもたち、お年寄り、そして、外国にルーツを持つ
住民。地域で安心して暮らしていくためには、地域の見
守りの目が欠かせません。 

見守り活動も元気に、楽しく、健康に、それが南大江流 

南大江健康ウォーク（南大江） 

たくさんの高齢者と南大江でお馴染みのクリーン作戦

隊の青いジャンバーを着たメンバーなど 100 名近くの方

が参加する、GW 明けの恒例行事。地活協発足を機にスタ

ートしました。 

軽妙な歴史解説が好評の「中央区まちのすぐれもん」の

協力も得ながら、毎年の楽しみとしてすっかり定着した

健康づくりの大イベントとなっています。地域のみんな

で足の悪いお年寄りを支えるシーンは、「地域っていいな

あ」と感動する瞬間です。 

孤立しがちな外国にルーツを持つ住民の課題に応える 

外国にルーツを持つ住民向け相談会（精華） 

外国人にルーツを持つ住民が多数暮らしている精華地

域では、NPO 団体や区役所の協力も得ながら、フィリピン

で弁護士として活躍している方などによる講演・相談会、

簡易な健康診断や病気予防情報・病院の紹介、育児など

の悩み相談、子どもたちへの日本の文化体験など多様な

視点からの見守り、交流活動に取り組んでいます。 
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7.  企業の協力で地域活動を多様化する 

中央区では、企業は身近な存在で、各地域の活動で多数の企業が活躍していますが、まだまだ、企業との連携にはいろいろ
な可能性が期待されます。近年、CFK（中央区フィランソロピー懇談会）の協力で、各地域での新たな連携が進んでいます。 

9 

地域の企業と連携して地域課題に対応 

はちけんや防災訓練（北大江） 

北大江地域は、ターミナル駅である天満橋駅があり、事業所やオフィス

が多く、災害時には多くの帰宅困難者の発生が予想されます。そこで、地

域と企業が連携していざというときに備える訓練に取り組まれています。 

さまざまな団体の協力も得て、八軒家浜にて地震発生４日目を想定した

船舶による帰宅補助訓練や、消防艇「ゆうなぎ」による河川水放水訓練・

乗船体験、防災講座や企画展、関西大学による水災害減少観察型のジオラ

マ模型展示など。防災をテーマに地域と企業の輪が広がっています。 

企業の技術を活かして子育て世代の交流を充実 

南船場子育て応援団（渥美・芦池） 

南船場子育て応援団は、子育て世代の交流や情報交換を目的に、毎月

講師を迎えて、親子で楽しめる遊びや、保護者向けの講座、体験などが

実施され、参加者と地域のお世話役の方とが気軽にお話しできるサーク

ルのような関係ができています。英語でのリズム遊びなどが人気ですが、

企業（POLA THE BEAUTY 心斎橋店）の協力で、子育て中の母親向けにハ

ンドマッサージを実施し、好評を得ています。 
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8.  まちの資源を活かして地域固有のにぎわいをつくる 

中央区内の特徴は、各地域が個性的なこと。地域活動でも、それぞれの個性的なにぎわいづくりが行われています。 

10 船場講演会 

振舞いぜんざい 

かつて地域で行われていた盆踊り大会の復活 

河原連合盆踊り大会（河原） 

「平成第○回」となっている

のは、かつて地域で行われてい

た盆踊り大会を平成 26 年に復

活したためです。 

千日前道具屋筋商店街が立

地する地域がら、提灯、屋台の

準備などはお手のもの。多様な

関係者が、そのノウハウを結集

して実現した行事です。 

いつまでも船場の賑わいを 

振舞いぜんざい・船場講演会（浪華） 

昔から船場地域の各事業所が

正月などに行われてきた振る舞

いぜんざい。船場まつり開催日

とえべっさんの日に町の活性化

を願って開催しています。 

また、船場まつりに合わせて

中央区船場の歴史と文化を紹介

する講演会を開催しています。 

楽器屋さんがたくさんあるまちの個性を活かして 

北大江たそがれコンサート（北大江） 

地域内は楽器工房や楽器商が集まる音楽の街という特

色を活かして、毎年１０月に一週間にわたって地域の中央

にある公園や一帯のお店などでライブコンサートを開催。 

住む人だけでなく働く人にも都心の暮らしの魅力を実感

してもらうとともに、文化的な交流の輪を広げています。 
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中央区まちづくりセンター（業務受託／街角企画株式会社・有限会社OM環境計画研究所 地活協事業推進共同企業体） 

中央区役所６階  月～金曜日9:00 ～ 17:30（土・日曜日、祝日休み）   
電話／06（4708）8183  FAX／06（4708）8184  E-mail／chuoku-suportoffice@sweet.ocn.ne.jp 

活動ヒント集に関する問い合わせ、新たな事業の企画や運営に 

関するご相談は、中央区まちづくりセンターまでお問合せください。 

中央区まちセン 
ホームページ！ 


